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日清戦争直前期の長崎における日本人－中国人関係
―― 鎮西日報の記事を手掛かりにして
猿渡友希
１．はじめに
近代日本の国民意識の形成において、日清戦争の果した役割は小さくないとされている。明治
時代に入り、新たに取り入れた「近代国家」という枠組みに従った国際関係を目の当たりにした
人々は、欧米列強による植民地化の危機を感じていた。早急に「国家」の体裁を整え欧米列強の
脅威を阻止するため、明治政府はさまざまな政策を通じて近代的な「国民」を作り上げていく。
そうしたなか、日清戦争は、人々を「日本国民」としてまとめる絶好の機会であった。「近代
日本が辿った対外関係の歴史を捉え直すとき、日清戦争はターニング・ポイントとしての位置づ
けを有する重要なもの」（井上・谷藤１９９９：５５）とされるように、その後の日本はいくつもの戦
争を通じて「日本国民」としてのアイデンティティを作り上げていくことになる。日清戦争こそ
が国民意識の形成を促したといえるのだ。
日清戦争とは、１８９４（明治２７）年から１８９５年にかけて、主に朝鮮の支配をめぐり日本と中国（清）
の間に展開された戦争である。１８９４年７月２５日に両国は戦争状態となり、８月１日に宣戦布告を
した。そして翌１８９５年４月１７日の日清講和条約（下関条約）締結によって終結した。この戦争は、
「近代を迎えた日本が初めて本格的に戦った対外戦争」（井上・谷藤１９９９：４２）であり、日本は
この戦争に勝利したことによって帝国主義国家としての歩みに拍車をかけた。
そのような中で長崎には、「父祖代々居住して全く帰化同様に市民化した、互いに親しい同士」
（松浦１９７０：５９２）とされる中国人との古くからの交流があり、「日本人と中国人」というより
はむしろ「長崎人と中国人」というとらえ方に基づく独特の対中国関係、対中国観があったとい
われている。そうした背景を持つ長崎において、日清戦争はどのような役割を果たしたのか。長
崎も他の地方と同様に「日本人」として日清戦争を迎えたのか。
こうした問題意識にもとづき本研究は、長崎において明治時代に発行されていた新聞『鎮西日
報』の記事の分析を通して、日清戦争開戦前６ヶ月間にわたる二国間関係の変化と、それが長崎
という土地に及ぼした影響を明らかにする１。
１ なお本研究は「中国」が「清」という国名であった時代を扱うが、「アヘン戦争以後、国際交流の場において
「中国」は国家の、あるいは清朝の代名詞となった」（葛２００５：１９１）との記述に従い、本研究では「中国」
という呼称に統一し、引用の場合には原典のままの表記で記載する。
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２．明治期長崎における居留中国人
１８５８（安政５）年に江戸幕府と米国との間で結ばれた日米修好通商条約により、長崎を含む５
港の開港、開港後の外国人居留地の設定、自由貿易の原則などが定められた。これによる安政６
年の開港は、長崎在住の中国人にとってそれまでの独占的貿易体制からの大きな転機となった。
陳によると、安政６年以降中国人の長崎への定住が進み、近代華僑社会が形成されるようになっ
たが（陳２００４：４９４）、このことはまた、長崎の人々にとっても中国人と触れる機会が増えたで
あろうという意味で、１８５９年は大きな転換の年となったのである。その後、長崎に住む中国人た
ちは同郷者ごとの商工団体を設立し、長崎の中国人社会を支える基盤とした（同上：５０４）。
明治９年から明治２８年までの長崎における居留外国人数をみると、名簿に記載された者だけで
も明治９年の居留中国人は６１６人と、イギリス人の１３１人、アメリカ人の３９人を大きく上回る。日
清戦争が始まった明治２７年には中国人の居留者が２８３人にまで減少するが、それでもなお長崎に
留まる中国人がいたこと、そして終戦（明治２８年）後には中国人人口が回復していたこと（５４３
人）にも注意を向けたい。
長崎で生活する中国人と長崎人は、日清戦争以前にはどのような関係にあったのだろうか。昭
和時代の郷土史家で「長崎の生き字引」と言われた永島正一の述懐には、独特のムードを持った
新地界隈で「てん足の老婦人が石畳の道端でバンコ（腰かけ）に座って日がな一日、モチをつい
ていた」（永島１９８３：５５）といったのんびりとした風景が描写されている。その永島によると、
当時は長崎人も唐人もお互いに「アチャ」さんと呼び合ったという。「アチャ」は相手への尊敬
と親愛の情を示す言葉であり（同上：９４）、当時の人々の間に日常的な交流があったことが分か
る。
また大野良子は、幼少期の思い出として「あちゃさん」が「大方は上下色の異った唐人服で長
い辮髪を垂らして…みな大浦の手前の新地という定められた居住地にいて、定まったお得意さん
の家々に出入りしていたようである」（大野１９８８：１７）との記述を残している。
長崎の人々にとって「あちゃさん」のいる風景は当然のものであり、居住地こそ定められてい
たものの決して「隔離された別世界の人」を意味してはいなかったのである。
３．日清戦争期の長崎人－中国人関係に対する２つの見解
加藤は日清戦争において、普通の人々が戦争を通じて初めて異国に接した結果、「日本人意識」
が生じたこと、また戦争遂行のための義捐金募集に応じることや、祝捷会準備に主体的に参加し
ていくことなどを通じて、近代的な「国民」が誕生した（加藤２００２：２２）と述べる。言い換え
れば、敵国としての「中国」を意識した時に初めて、人々は自らが何者であるかを考え、「中国」
とは異なる「日本」という「国」に住む「日本人」として自らを意識したのである。明治政府は、
学制の制定や徴兵令など、国民意識形成のために尽力するが、福沢諭吉が『学問のすすめ』の中
で「ただ政府ありて未だ国民あらず」と述べたように、「日本国民」の形成はまったく容易でな
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かった。日清戦争はそれを成し遂げるきっかけとなったのである。
このように、人々を集約するのに絶大な影響力を持った日清戦争は、「中国と歴史的に特別な
関係を持つ」長崎においてどのような影響をもたらしたのか。これが、本研究が答えるべき課題
である。
長崎新聞主筆であった松浦直治は、朝鮮の親日派政治家・金玉均の暗殺事件（明治２７年３月２８
日）について「彼の死が日清間に不測の事態を引き起こしはせぬかと、市民の多くが憂えていた。
…もとより清国とは日本中でもとりわけ親しい土地柄なので、新地、館内方面に居住する清国人
たちの処遇については、当局も有志もみな頭をいためていた」（松浦１９７０：５９２）と述べ、中国
人について真剣に悩む長崎人の姿を記している。彼はまた、長崎居留中国人について「ほとんど
父祖代々居住して全く帰化同様に市民化した、互いに親しい同士」であり、日清戦争がはじまる
と、「私たち、国帰る、家ない、長崎には私の家ある。親戚ある。私の国勝つ。日本の知り合い、
友人、私かばうことある。私の国負ける。そんなことないが、わたし日本人の親切、信じて居る。
心配あろかな。」という言葉を中国人が言ったとも述懐している（同上：５９２‐３）。
その一方で、戦後に長崎市役所が編纂した『長崎市制六十五年史』は長崎における対中関係の
特殊性を指摘しながらも、「日清戦争の気配が濃厚になったとき…愛国主義的団体が生まれ、各
町には義勇隊が結成され、清国人に対する石炭売り止め運動など、排清的運動が展開されたよう
である」（長崎市役所総務部調査統計課１９５９：３３２）と、日本人としての愛国心が、長崎人とし
ての歴史的な対中関係に勝ったことを記録している。そのうえで「阿茶さん」の愛称が長崎人の
間で使われていたことを述べつつも、「国家の危機意識が、市民個々の意識の底に流れる親清的
なものを押しつぶしてしまったとみられ」たこと、これが愛国主義的宣伝によるものであること
も指摘している（同上：３３３）。
松浦の視点からは、一貫して、長崎人－中国人間の歴史的つながりが国家間の軋轢に勝り、日
清戦争は互いの友好関係に亀裂を与えるようなものではなかったと描かれている。一方、長崎市
の資料では、長崎人と中国人の歴史的つながりを指摘しながらも、日清戦争期には国家間関係が
勝り、全国的な規模の「愛国主義的宣伝」が長崎という「一地域」を飲み込んでしまった、と描
かれる。これら２つの主張は日清戦争が長崎に与えた影響について全く異なる見解を示している
だろう。この２つの見解を前にして新たに浮上する問いは、このようなものである。すなわち、
長崎の人々は日清戦争を「長崎人」として迎えたのか、それとも、「日本人」としての迎えたの
か。
４．研究方法：資料としての『鎮西日報』
上記の問いに答えるため、本研究では日清戦争当時の長崎の人々の、中国人に対する認識や態
度、意見のあり方がどのようなものだったのかを、１８９４年当時の新聞『鎮西日報』の記事の分析
を通して考えていきたい。長崎歴史文化博物館にマイクロフィルムとして保管されている『鎮西
日報』から、１８９４（明治２７）年２月１日～同年７月末までの全ての記事を調査し、記事内容を分
析した後、上に挙げた文献による長崎人－中国人関係との比較、検討を行う。
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当時の言説を知るための資料としては公文書、新聞、雑誌、個人による出版物、手記などが挙
げられるが、本研究では調査対象を新聞とした。芝原らが近代日本形成期における対外意識の究
明についての研究において、「当時のほとんど唯一のマス・メディアとしての新聞は、国民意識
や社会思想の主潮流を映しだす、まさに最良の鏡である」（芝原ほか１９８８：４６１）と述べるよう
に、新聞には、官公庁の公開情報だけでなく、地域情報、ある出来事に対する記者の論説、町の
人々からの投書などさまざまな記事が掲載されており、当時の人々の意識や社会情勢を知るため
には最良の分析材料といえる。
日清戦争期当時、長崎では鎮西日報のほかに長崎新報、長崎商報、キューシュー・タイムの合
計４紙が発行されていた。そのうち、鎮西日報と長崎新報が特に有力で、明治時代の長崎の新聞
界をリードしていたとされるが、本研究では調査対象期間の所蔵状況から『鎮西日報』のみを題
材として取り上げる。
『鎮西日報』というメディア媒体を取り上げることについては、いくらかの留意が必要である。
『鎮西日報』は明治初期の民権派の台頭に対抗するために、長崎県令・内海勝夙が作らせた新聞
である。その理念は国粋の保存、漸進的政治、そして外来思想参入の阻止である。『鎮西日報』
は保守色の強い新聞であり、外交面に関しては対外強硬派である。
明治時代の新聞のほとんどは、「親政府系・民権諸派系・中立系などの諸系統の社会的・政治
的立場」が鮮明であり（芝原ほか１９８８：４８８）、一紙のみの分析がその時代の社会状況を映し出
せるとはいえない。また記事においても、「知識や情報の不足や片寄り、論者の思い入れなどか
らくる認識や判断の過誤、それどころか「現実」を故意にねじまげて説く誇張や修辞上の操作ま
でが、‘対外認識’のなかにしばしば混入されていること」（同上：４５９）も考慮し、その信憑性
にも留意する必要がある。
５．関連記事の量的な推移
開戦前の半年間にあたる、明治２７年２月から７月にかけての『鎮西日報』を用いて、総記事数、
各外国関係記事数をそれぞれ数え、外国関係記事数の変化から、中国関連記事との相関関係を分
析する。また記事を内容別に分類し、それぞれの主張の時系列的な変遷を分析する２。
まず分析のために、鎮西日報の全記事のうち、中国、朝鮮ほか世界各国に関する記事数を数え、
それを月毎にまとめた。その上で、日清戦争に関わった国（中国、朝鮮、イギリス、アメリカ、
ロシア）を抜粋し集計したものが図１である。
明治２７年の２月と３月には中国が特に意識されていたわけではない。３月３０日に知日派として
知られる朝鮮の開化派指導者・金玉均が上海で殺害されたことから４月には朝鮮に関する記事が
増えたが、５月には事件も終結し報道も減少した。
６月に入ると、中国関連記事数が急激に増加する。この原因は６月８日に「中国政府が朝鮮に
兵を派遣する」という記事が出て以来（竟に兵隊を派遣す６．８）、「属国保護の名目で朝鮮に出
２ 抽出した記事の一覧と集計は卒業研究のアペンディクスに収録されている。
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兵した中国」に関する記事が
増えたこと（出兵の理由６．１３、
清兵の入京６．２２など）にあ
る。また東学党の乱が朝鮮内
部の農民反乱から、中国と日
本の朝鮮半島をめぐる争奪戦
へと変化したことにより、朝
鮮半島における中国や朝鮮の
動向を伝える記事が出現した
（朝鮮變亂６．１４）。これ以降、
中国と朝鮮を関連付けて論じ
る記事が増加する。
７月には中国に関する記事がさらに
増加している。これは、６月２８日に「日
清の戦争如何」という記事が掲載され
たことを契機とし、敵国としての中国
に関する記事が多く掲載されたことに
ある。中国政府や軍首脳の行動（李鴻
章密議を凝す７．７）や言動（李鴻章
の密信７．１７）、軍の動き（清国兵の不
規律７．４）、市民の感情（支那人に国
家思想なし７．１５）に至るまで、こと
細かに中国での出来事が記事として掲
載された。一方で、朝鮮に関する記事
が減少に転じているのは、それまでの
「朝鮮変乱」から、「日清事件」とい
う日中間の騒動（日清事件の調停７．
１２）へと、とらえ方が変化したからで
ある。
日中間の戦争について言及した記事
を、報道される内容の舞台別（中国、
日本、長崎）に集計したものが図２で
ある。ここからも、朝鮮への中国の出兵があった６月以降に、戦争に触れた記事が急増している
ことが分かる。
長崎を舞台とした日中関係記事から、「義勇団の結成、軍への支援など、人々の戦争への思い
を伝える記事」と「投書」、さらには商業と戦争に関する記事を抽出して集計したものが図３で
ある。ここからは、７月に戦争関連記事数が商業関連記事数を上回ることがわかるが、国家レベ
図１ 各国に関連する記事数の月別推移
（鎮西日報 明治２７年２月～７月）
各国の主体的動向、言動に関する記事の集計であり、派生的に関連のある
記事は含まない。
図２ 戦争に言及した記事の推移
（鎮西日報 明治２７年２月～７月）
図３ 長崎を舞台とした日中関係記事数の推移
（鎮西日報 明治２７年２月～７月）
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ルではすでに６月の段階で戦争が意識されており時間的な遅れが見られる。長崎では６月の時点
ではまだそれほど戦争に対する意識が高まっていなかった可能性がある。
以上のような検討の結果、研究対象期間として設定した明治２７年２月から７月までの半年間を、
さらに３つの時期に分けることができる。
 日中戦争期以前（明治２７年２月～４月１８日）：日中間に大きな出来事は無く、平時とも言
える時期。
 朝鮮をめぐる日中関係過渡期（明治２７年４月１９日～６月２１日）：４月１９日の記事「某代議
士の談話」で、初めて「朝鮮」をめぐる「日本」と「中国」の立場の違いが鮮明になった。
 日清戦争直前期（明治２７年６月２２日～７月３１日）：６月２２日に「帝国海軍の実勢（支那と
開戦せば如何）」の記事上で、日本－中国間の戦争が初めて言及されてから８月１日の日中
両国の宣戦布告日の前日（７月３１日）まで。
６．日中戦争期以前の記事（明治２７年２月～４月１８日）
ここより記事内容の質的な分析を行う３。日清戦争開戦から半年前の２月には、戦争に関する
記事および「日本から見た中国」に関する記事はなく、長崎の居留中国人に関する記事も一本の
みである。日中関係記事全６２本のうち、商業に関する記事が８本であり、それ以外はほぼ、中国
の文化や事業に関する記事で占められている。３月についてもほぼ同様で、その一方で、経済に
関する記事が、日中関係記事全５４本中１５本を占めている。
日本人－中国人関係についての内容を示す記事では、中国人はともに「東洋人」として「西洋
人」と渡り合っていくための同士、商業上のライバル、尊敬の対象であり、なおかつ「未開国人」
として見下す、アンビヴァレントな感情を抱く存在として描かれている。また「商売上非常に優
れた才能を持つ人々」として彼らの思慮深さ、忍耐強さ、節約ぶりなどを高く評価し、驚嘆のま
なざしで見ていた。そして、それらの記事にはいつも「日本人も中国人に負けないように努力し
なければならない」という趣旨の一文が添えてある（清國上海近信（三月十日發）３．１３、支那
米の輸入２．２０、宮沢領事石炭談３．１７、園遊會の立食３．３など）。
７．朝鮮をめぐる日中関係過渡期（明治２７年４月１９日～６月２１日）
３月３０日以降、金玉均暗殺事件の記事が急増した（金玉均殺害される、朴泳孝氏も刺客に遭う
３．３０）。これ以降、朝鮮を属国と主張する中国と、独立国であるとする日本の主張の違いが鮮明
になる（某代議士の談話４．１９）。また東学党の乱を契機に中国が朝鮮に出兵したが、これは「日
本」が中国を懐疑的に見るきっかけとなり、日本もまた「居留民保護を目的として出兵する」べ
きだという記事が掲載されるようになる。これ以降さまざまな見解が紙上で展開され、中国に対
３ 卒業研究では記事をテーマごとに２３種類に分類してその変化を分析したが、その分類は本稿では割愛せざるを
得ない。
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する敵対的記事が多く見られるようになる（出兵の理由６．１３、清國政府の意氣込６．２０、東学党
暴起５．１５、清国竟に出兵の擧あり６．８、李鴻章の放言６．１４など）。
一連の記事において、「天津条約」によって定められた「朝鮮独立の正当性」を「文明国とし
て条約を守る日本」と「条約を守らない非文明国・中国」を対比させる構図がうまれた（清國出
兵の目的如何６．１６、李伯旗下の丁６．１７、党軍四散、清兵の虐殺６．２、日人大に清兵の暴状を
罵る６．２１）。
一方でこの時期、長崎における中国人については、商業に関する記事が中心であり、長崎人と
中国人の信頼関係と、その歴史的友好関係を脅かす「他県人」の存在に怒り、「長崎人－中国人」
関係と「日本人－中国人」関係を自ら区別する論調すら見られた（貿易商の面汚し５．１３、不正
茶を發見す５．２９、神田取調委員來る６．８）。
しかしながら、この時期の終盤には、国家レベルでの「日本人－中国人」関係の悪化が、「長
崎人－中国人」関係に影響を与えるようになっていたことも読み取られる。また中国人商人は、
日中国家間関係への懸念から、貿易商品の買い控えをするようになっていた（日清貿易品の不捌
６．２１）。日本と中国の国家間関係が大きく変化しているわりには、長崎の中国人に関する記事は
それほど多くなく、国家間関係の悪化と「長崎における長崎人－中国人関係」との間には乖離が
あったと推測される。
８．日清戦争直前期（明治２７年６月２２日～７月３１日）
日清の戦いに言及した最初の記事は６月２２日に出た。この時期には、国家間関係における開戦
ムードが一気に高まり、開戦が不可避となる情勢下で「準備万端の日本に対し、虚勢を張るだけ
で行動には移さない中国」という見方がメディアによって広められるが、後には日清戦争は避け
られないとして、これに関する多くの記事が掲載される。７月７日には日清談判は今夕を待たず
して破裂するだろう、という記事が掲載され、開戦前夜であることを暗に示している（帝國海軍
の實勢（支那と開戰せば如何）６．２２、大本營出御の御噂７．１、危機愈々迫る７．７）。
１７日からは、日清事件が戦争に発展する可能性を強い口調で訴える社告が毎日掲載されること
となる。『鎮西日報』も日清戦争に全力を向けるようになり（特派員派遣ノ社告７．１７）、７月２９
日にはついに日清事件が日清戦争に発展したことが報じられる（日清間の戰闘・日清軍艦戦闘別
報７．２９）。３１日には中国政府の宣戦布告が報じられた（清國政府開戦を布告す７．３１）。
戦争の勃発は、長崎にも影響を与えずにはいられなかった。そのことはまず『鎮西日報』にお
ける、中国人に対する呼び方と意識の変化に見られる。すなわち、従来の呼称「阿茶さん」に代
わり「豚尾漢」の語が用いられるようになり、「商売上手な中国人」から「利益一辺倒で国家意
識の薄い」人々へと認識が変化した。また歴史的な信頼関係の下で中国人と交易を行ってきた長
崎商人たちは「売国奴」呼ばわりされるようになった（怪むべき支那人７．１、売国奴６．２８）。
さらに中国人居留地への放火についての記事が掲載されるが、この中には犯人像をめぐる、中
国人への敵対心の増幅がみられる（窮哉清國理事７．２２、清人居留地に於ける放火７．２２）。だが、
中国人と血縁関係をもつ長崎人も多く、このような人々にとっては日清戦争が家族のきずなを引
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き裂く事態となったことも報じられた（居留支那人７．１５）。
こうした、長崎人の中国人への感情を示す記事はほかにも見られる。７月１３日には、居留地を
「平然と歩いている中国人」に対して「壮児」なる者が「長崎だから中国人は安全でいられるの
だ」と悔しがっている様子が記事となる（長崎なればこそ７．１３）。この記事は、日清戦争がはじ
まっても敵国人である中国人が長崎に暮らせたことを伝えているが、同時に長崎人である「壮児」
は、そうした長崎のあり方を否定しているのである。「長崎人」であることが「日本人」として
「中国人」に対峙する障害になったのだ。
この時期にはまた、読者からの投書も多く掲載されるようになった。日清戦争に関する投書の
内容はどれも中国への敵対感情をむき出しにしたものである。その一方で日本政府から発せられ
る訓令などの記事では「居留民の保護」が訴えられ（両大臣訓令７．２９）、その記事のすぐ横には、
「我邦に居留する無辜の中国人に対して恐怖を感じさせてはいけない。私は大いに之を憂いてい
る。我が国の志士仁人はきちんと彼等を保護し、我国民の威信を保ち、国民に義心があることを
知らしめよ」という旨の記事が掲載されている（在留の清人を保護するは吾國民の本色なり７．２９）。
３１日には、初めて中国人保護に関する投書が掲載された（義振会の諸士に一言す７．３１）。この
投書は「郷国を去って天涯万里の敵国である我国に居留する幾多の清人の急胸中を察すると無量
の感慨が往来する」と居留中国人の不安な心情を読み取り、彼らに対する「我国民」の心無い行
為を非難する内容となっている。「長崎人」ではなく「我国民＝日本人」として居留「中国人」
とどのように付き合えば良いのかを模索しているようにも捉えることができよう。
総じて７月は前月までに比べ、長崎における「日本人－中国人関係」に関する記事が急増して
いる。長崎にも「日清戦争」が現実のものとして受け止められており、このことを長崎の人々が
意識せざるを得ない状況になっていた。そのため「開戦必至とされる日清戦争に向けて「日本国
民」として人々がどうあるべきか」を強調した記事が多く、特にこのことは、石炭売買に関する
記事において顕著であった（咄、咄、咄７．６）。これまで日本政府が苦心してきた「日本国民」
形成の努力は、歴史的に互いを「あちゃさん」と呼び合い、親しく交流してきた「長崎人」と「居
留中国人」の関係を変化させるほど成功したのである。
９．おわりに：長崎人にとっての日清戦争
本研究では、近代化の道を進み出した明治時代に初めて「外国」と戦火を交えた日本が日清戦
争に至るプロセスを、長崎の新聞『鎮西日報』の言説分析を通して明らかにし、なかでも長崎に
おける日本人－中国人関係、あるいは長崎人－中国人関係がどのような変化を見せたのか、とい
う問題を論じてきた。
開国後、日本人は突然外の世界に触れるようになった。しかし、ここでいう「外の世界に触れ
る」とは、直接に諸外国を訪れたり、外国人と交流したりすることではない。当時の一般の人々
にとって、「世界に触れる」とは「伝聞」によるものであったはずである。そして、この「伝聞」
とは芝原ら（１９８８）がいうように、当時ほとんど唯一のマス・メディアと言ってよかった「新聞」
を通じてのものであった。しかしながら、当時の、「世界情勢」を伝える「新聞」の議論の主流
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が、「国家主義さらに国権主義的な主張であり、これを正当化するものとしての、列強主導のパ
ワー・ポリティクスと世界争覇の現状の強調」（芝原ほか１９８８：５００）であったのもたしかであ
る。
では、「新聞」によってもたらされたこれら「世界情勢」を、歴史的に外国と接してきた長崎
人は、どのように受け入れたのか。
開国期以降、長崎人はその歴史的特殊性により、他の地域の人々より外国人を身近に感じるこ
とが出来たと考えられる。その一例が、長崎での「あちゃさん」の存在である。日清戦争以前の
長崎において、特殊な日本人－中国人関係があったことは間違いない。長崎人にとって中国人は
「あちゃさん」であり、長崎人と「あちゃさん」は、歴史的なつながりの上に信頼関係を構築し
ていた。長崎人にとって、「あちゃさん」のいる長崎が日常であった。そして歴史的に中国人と
深い関わりのある長崎を、他地域とは区別された場所として長崎人自身が意識しており、このよ
うな特殊な地域に住む自らを「長崎人」であると考えていた。それが平時の『鎮西日報』におい
て、中国人に関する記事が少ない理由であるだろうし、新聞記事上ですら居留中国人のことを「あ
ちゃさん」と呼んでいた理由であろう。
日清戦争はこのような「長崎人」を、「日本人」へと変身させた。もちろん「日本人」と「長
崎人」の間に明確な境界があるわけではないが、それにもかかわらず、日清戦争が「長崎人」に
「国民＝日本人」としての行動規範を強いたのは間違いなく、結果的に歴史的に交流を続けてき
た「長崎人」と「あちゃさん」の関係に変化をもたらしたのは明らかである。
しかしながらこうした人々の姿が「当時の主流な新聞論調」であるなら、本研究の分析対象で
ある『鎮西日報』は、「長崎の人々の直接の意見・心情」ではなく、むしろ『鎮西日報』を通し
て長崎にもたらされた、「当時の知識人たちの意見・心情」であるのではないか。もしそうであ
るなら、これらの記事は「愛国主義的宣伝」（長崎市役所総務部調査統計課１９５９）でしかない。
では、「宣伝」ではない、長崎の一般の人々にとっての「日清戦争」、「長崎人」そして「日本人」
とは何であったのか。
その答えは先述した２つの異なる解釈に示されているといえるだろう。「戦争が始まっても長
崎人と中国人は親しくしていた」という視点は、一般的な「長崎人」でありながら「日本人」で
ある人々の感情に寄り添った解釈であり、そしてもう一方の「戦争が始まると、長崎においても
日本人と中国人は敵対した」という解釈は、「愛国主義的宣伝」の効果としての長崎の姿を写し
とったものなのだ。つまり、どちらの視点から写しとられたものも当時の長崎の姿である。この
時期の「長崎人」たちは、急速に変化する国内外の社会環境と、押し寄せる「愛国主義的宣伝」
の中で、自らを「日本国民」として意識し始め、「日本人」としてどうあるべきかを模索してい
たのである。
その模索の中で、戦争による国家間関係の分断が、長崎においては一般両国民関係の完全な分
断には至らなかったことが『鎮西日報』上にも記されている。それが「長崎に少なくない日本人
と中国人による血縁家族の日清戦争直前の沈痛な様子」（居留支那人７．１５）や、日清戦争開戦前
夜の居留地火災における「日本人に背負われて泣く泣く梅香崎の方へ行く中国人」（居留廣馬塲
の出火、火災の餘見７．３１）の姿であろう。長崎の「歴史的な友好関係」と「日清戦争による国
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家間関係の悪化」の間で、長崎の「日本人－中国人関係」は揺れ動いていたのである。
しかしながら、日清戦争が「日本」と「中国」の戦争であり、同時に、「長崎人」が「日本人」
の一員であるかぎり、これら「長崎人」の、「日本人」としての自意識との葛藤がありながらも、
「日本国民」として日清戦争に挑まなければならない、という風潮が長崎においても色濃くなっ
ていった。それが、開戦間近の明治２７年７月下旬から『鎮西日報』紙面上に記載されるようにな
る、長崎人自らが投稿する「投書」欄において表れている。その風潮とはつまり、「日本人とし
ての自覚」「外国人である中国人への敵対感情の強調」である。
結局、日清戦争は、長崎の人々に対して「日本国民」としての自らを意識させる、という点で
大きな役割を果たした。そして、他都市の人々と同様に長崎の人々も、個人差はあるものの「日
本人」という意識の下、日清戦争を迎えたのである。それが「愛国主義的宣伝」によるものであ
るなら、その宣伝効果は絶大であったといえる。
それを、当時の「帝国主義化する国際環境というものが非常に悪かった」とする指摘（芝原ほ
か１９８８：５０７）もある。そうであるなら、その「非常に悪い国際環境」の影響を、かなり早い段
階で受けたのが、日清戦争直前期の「長崎人－中国人」関係であったと言えよう。そのような「国
際環境」を受けての「愛国主義的宣伝」が、歴史的な「長崎人－中国人」の交流を、人々の意志
に反した形で壊してしまったのであるなら、そしてその「非常に悪い国際環境」の最終的な帰結
が長崎への原爆投下であったなら、長崎という土地のあまりにも悲運な特殊性を考えずにはいら
れない。
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